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第10章 今後の展開 

10．1  個別施設における安全対応システムの概要 

個別施設における安全対応システムの概要を図９．１に示す．また，本年度高度化した安全

対応システムを図９．２に示す．個別施設では現在 PDA ツールを使用してヒヤリハット事例

の収集を行っている．より効果的に事例を収集するために，入力頄目の検討を行っていくとと

もに，PDA ツール以外にも効率的に事例を収集できるツールを検討していく．入力頄目につ

いては適切な頄目を判断できるよう，施設の方々の意見を取り入れ，データベースの活用に役

立てる． 

また，構築したデータベースの施設での効果的な活用方法について検討を行う．そのために，

施設で必要となる情報の調査を行い，それをもとに提示方法や分析方法を検討する．活用段階

では，APT-SL や推論法，WASEDA SAD アプリケーション等を取り入れていく．  

今年度の高度化により，個別の施設で定常的にデータを蓄積することで，ソフト面・ハード

面から安全対応策を立案し，実施できるようになった．より簡便な操作によって各技術を利用

できるようにしたことで，システムがより実用的なものとなった． 

今後は，各技術における安全対応を高度化するとともに，実施設への導入を広く行い，導入

効果の検討や各技術の相互連携を行うことで，より効率的・効果的な安全対応システムを目指

す． 

 

 

図10．1  個別施設における安全対応システムの概要 
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図10．2  本年度高度化した個別施設における安全対応システム 

 

10．2  個別施設における安全対応システムの導入効果の検証方法の検討 

実際に作成した分析結果，安全教育ツールなどを施設にフィードバックしたのちも，随時シ

ステムを改良する必要があるため，導入効果の調査・検証を行う．ヒヤリハットは運転員等が

事故やトラブルに至る可能性がある経験・体験事象と判断した事象であるため，発生件数（報

告件数）のみで実態を判断することは困難である．今回はその方法について検討した．それぞ

れ作業員・管理者に分けて調査する． 

  

・アンケートによる検証  

作業員・・・注意する場面は増えたか，ヒヤリハットは減尐したか，他にどのような情報が

あれば有効か等  

管理者・・・設備投資等の参考になったか，現場にいなくても状況把握できたか，他にどの

ような情報があれば有効か等  

・具体的事例に焦点を当てた検証 

作業員・・・実際の事例数の増減（特に注意を呼び掛けた事例に注視） 等 

・管理者・・・新たな設備導入の有無，事故被害額の増減等 

 

これらの調査結果を受け，研究室では新たにどのような分析やフィードバックを行うか検討

していく． 
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